
第3期珠洲市まち・ひと・しごと創生総合戦略の達成状況について（令和7年度） 
 

 

「第 3 期珠洲市まち・ひと・しごと創生総合戦略」【計画期間 2025 年度（令和 7 年度）～

2029年度（令和 11年度）】の令和７年度における達成状況をとりまとめました。 

 

１．令和７年度における達成状況に対する評価 

 

 珠洲市まち・ひと・しごと創生総合戦略において示している「数値目標及び主な重要業績評価指

標（KPI）」の 47指標について、令和７年度の実績に基づいた内部評価を実施しました。 

 

評価の区分については、以下の４区分で実施しました。 

 

評価 達成状況 解説（震災影響も考慮） 

A 
現時点で目標を達成 

※達成割合 100%以上 

目標値を十分に達成し、計画通りまた

はそれ以上の成果を挙げている 

B 
目標達成に向け順調に推移 

※達成割合 50%以上 100%未満 

目標値に対しておおむね計画通りに推

移している 

C 
目標を未達成 

※達成割合 0%以上 50%未満 

目標未達であるが、一定の進捗が認め

られる 

D 
基準値を下回るもの 

※基準値未満(令和 5年度基準) 

震災や豪雨の影響等により基準値に届

いていないものの、課題解決に向けた施

策が進行中 

－ 現時点で評価が困難なもの 
現状は定性的評価にとどまっており、暫

定的に評価を保留 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．評価結果の概要 

 

 今回の評価指標中「最先端の浄水技術を利用した小規模分散型の飲料水供給システムの構

築 」及び「公共施設等で再生可能エネルギーの地産地消（自立・分散型のエネルギーシステ

ム） 」、「学校施設の集約の検討」については、現時点では達成度や効果を正確に評価できない

定性的な指標であるため、「－ 現時点で評価が困難もの」として取り扱い、評価の対象外とします。 

 評価については、「A 現時点で目標を達成」したものが 9 指標、「B 目標達成に向け順調に推

移」したものが 12指標、「C 目標を未達成」のものが 2指標、「D 基準値を下回るもの」が 21指

標、「－ 現時点で評価が困難なもの」が 3 指標となりました。この「－ 現時点で評価が困難なも

の」の 3指標を除き、47指標中 44指標について評価することとします。 

 その結果、「A 現時点で目標を達成」と「B 目標達成に向け順調に推移」を合わせた「現時点で

目標を概ね達成している」指標は、44 指標中 21 指標で、全体の半分を占めています。一方で、

「D 基準値を下回るもの」は 21指標で、同数となっています。 

 

 

 

 

 

 



３．令和７年度の基本目方針別の評価結果 

 

基本方針 

達成度割合 

A 現時点で 

目標を達成 

B 目標達成に 

向け順調に推移 

C 目標を 

未達成 

D 基準値を 

下回る 

１ より強靭で安

全な、災害に強

いまちづくり 

１ ２ １ ２ 

２ 暮らしとコミュ

ニティの再建 ４ ６ 1 ４ 

３  生産性の向

上を図るなりわ

いの再建 

１ ３ ０ ９ 

４ 自然と文化を活

かし、これまでの取り

組みを発展させた魅

力ある地域の再生 

３ １ ０ ６ 

1～4の合計 

（44指標） 
９ １２ ２ ２１ 

割合 ２１％ ２７％ ４％ ４８％ 

  

「A 現時点で目標を達成」している指標は全体の 21％（9 指標）、「B 目標達成に向け順

調に推移」している指標は27％（12指標）で、合わせて48％の指標は目標達成や進捗が良好

な状況にあります。また、「C 目標未達」は 2指標（4％）と比較的少ない状況です。 

全体の 44指標中、48％の 21指標が「D 基準値を下回る」となっており、全体の半数あります

が、D評価の中には、達成割合50％を超える指標が8指標あり、一定の進捗が見られます。また、

「強靭な道路構造の採用」や「災害公営住宅の整備」などは現時点で達成割合が 0％ではありま

すが、令和 8年度以降に工事や建設が見込まれています。 



４．第３期珠洲市まち・ひと・しごと創生総合戦略の令和７年度における評価（４７指標） 



５．評価に基づく各方針の概要 

 

方針１ より強靭で安全な、災害に強いまちづくり 

• 緊急輸送道路の強靭な道路構造は設計段階であり、今後整備を進めていきます。 

• 上下水道施設の耐震化・停電対策は約 50％まで進捗しており、引き続き取り組みを進めます。 

• 消防団員数は 215名で団員確保に向けた取り組みを進めています。 

• 地区防災計画は 5地区で策定されています。 

• 指定避難所には災害時通信手段が徐々に設置されており、情報伝達の強化が図られています。 

• マイナンバーカードを活用した避難情報管理システムにより、迅速な避難対応が可能となっています。 

 

方針２ 暮らしとコミュニティの再建 

• 災害公営住宅の整備は意向調査を実施するなど計画的に取り組んでおり、令和 11 年度までに 750 戸の

整備を目指しています。 

• 住宅新築軒数は 279軒で住宅の再建が進んでいます。 

• 保育所施設数は 3施設ありますが、1施設のみの開所となっています。 

• 子どもセンターや図書館の利用者数は基準値（令和 5年）を超え堅調に推移しています。 

• 体育施設利用者数は 30,764人と、徐々に利用者数が回復しています。 

• 介護予防事業拠点は 49施設であり、基準値を上回り、高齢者支援の基盤が徐々に整いつつあります。 

• 特定健康診査・保健指導の取り組みも進み、健康づくりの推進に繋がっています。 

• 福祉ボランティア団体は 5団体と震災前からは大幅に減少しています。 

• 認知症サポーターは 1,741人と震災前よりも増加しています。 

• 市無料バスは 8路線が維持されており、移動の利便性が確保されています。 

• 公民館事業は 1,098回開催され、公民館健康増進事業の利用者数は 9,525人と、地震前に比べて活

動が活発になっています。 

 

方針３ 生産性の向上を図るなりわいの再建 

• 事業継承支援の取組はこれからですが、地域産業の振興に向け準備が進められています。 

• 産地戦略作物の出荷額は 132 百万円、原木椎茸「のと 115」の出荷額は 3 百万円と、少しずつではあり

ますが、回復傾向にあります。 

• 漁獲高は 1,435百万円と震災前より増加しています。 

• 伝統・地場産業事業所数は減少していますが、地域文化の継承が続いています。 

• なりわい再建支援補助金申請は 36件となっています。 

• 交流人口は 327千人、宿泊者数は令和７年度に 43,919人と震災前の水準には遠い状況ではあります

が、回復の兆しがあります。 

• 外国人宿泊者数も 1,116人となり国際交流が広がっています。 

• 新規創業・開業数は年間 19件で復興に向けた新しい動きが見られます。 



• 地域資源活用型ビジネス育成は 5件と維持しており、地域資源の活用が進んでいます。 

 

方針４ 自然と文化を活かし、これまでの取り組みを発展させた魅力ある地域の再生 

• Ｕ・Ｉターン就職相談者数は 7 人、若者のチャレンジへの支援は１件、奥能登国際芸術祭来訪者数は、

少しずつではありますが、その数は回復傾向にあります。 

• 人材育成プログラムの修了生は累計301人とすでに目標値に達し、大学との連携や新たな取り組みが進展

しています。 

• 大学連携プロジェクトは４件実施されています。 

• 特産品販売額は 174,221千円で回復が進んでいます。 

• 有機ＪＡＳ認証米・特別栽培米の作付面積は 23ヘクタールと令和６年度の面積を維持しています。 

• 能登ＳＤＧｓラボの窓口相談は９件で目標値を上回っており、商品開発など様々な取り組みにつながって

います。 

• 本市への転入者は 262人と目標の 250人を上回っています。 

• 地盤隆起や断層を活かした地域資源化は９件と、震災遺構や震災学習としての活用が進んでいます。 

 

 

６．各目標の「達成」及び「未達成」のまとめ 

 

「達成」の傾向 

特に「暮らしとコミュニティの再建」に関する指標で達成率が高く、住宅再建や健康・福祉支援、公共施設利

用の回復が進んでいます。文化や地域資源の活用、若者支援など、地域の魅力向上分野でも一定の成果が

見られます。 

「未達成」の傾向 

経済活動や事業継承、伝統産業の維持など、産業の本格的な復興には時間がかかるものと考えられます。イ

ンフラ整備（緊急輸送道路の強靭化など）や災害公営住宅の整備は計画的に進んでいますが、具体的な成

果が現れるのは令和 8年度以降となる見込みです。 

まとめ 

⚫ 生活基盤や地域コミュニティの再生には一定の成果があり、市民の皆さんの暮らしは徐々に安定化しつつある。 

⚫ 産業や地域経済の復興、インフラ強化に関しては、長期的な取り組みが必要。 

⚫ 令和 6年度を底として、回復の兆しが見られるため、今後も事業の継続的な推進が重要。 

 

今後も総合戦略に示されている事業を推進するとともに、古から受け継がれてきた里山里海の営みの再生を

ベースに、アートや先駆的な技術を取り入れ、市民の皆様とともにより魅力ある最先端の復興を必ず成し遂げて

まいります。 

 


